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第１ 上川教育研修センター設置目的及び運営基本方針

１ 設置目的

上川教育研修センターは，昭和４８年７月に上川支庁（現上川総合振興局）管内の市町村が共同

して行う教職員等の研修並びに研修に関する調査研究を実施する教育機関として設置された。

２ 運営基本方針

敢 研修事業の改善・充実に努め，教職員の教育実践に役立てる。

柑 教育の今日的な課題の解明を図るなど研究事業の充実に努め，研究成果を学校等に提供する。

桓 教育情報センター的役割を果たす。

第２ 研修事業の基本方針
１ 学習指導要領の目指す内容に即し，講座運営の充実を図る。

２ 上川管内各学校及び教育関係団体・機関から寄せられた第１７次推進計画に対する要望，今日

的教育課題等から教職員や関係機関のニーズに対応する講座を開設する。

３ 幼保小連携，小中連携を重視し，専門性を考慮した講義等の理論研修とこれに基づく授業研

究を別日程で開催する上川方式を継続する。

４ 教職員の経験，職種に応じた講座を設定し，キャリアステージに応じた研修の場として必要

とされている資質能力の総合的な充実を図る。

５ 学校・研究団体ごとに課題解決を図ることを目的として「出前講座」を実施する。とりわけ，

遠距離に位置する小規模校の利便性も図る。

６ 講師は，管内小中学校教職員を中心に，北海道教育大学旭川校等の大学，各種教育行政機関，

民間人などから幅広く人選する。

７ 成果や課題を踏まえながら，柔軟な講座開設に努める。

８ 一般教養やスキルアップを目的とした半日の「文化講座」を継続して開設する。

９ 講座開設は，原則として５月から２月の間とする。

第３ 研修事業の推進計画

１ 研修講座の設定及び運営の基本方針

敢 教職生活全般を通じた教職員等の資質能力の総合的な向上を目指す講座運営をする。

柑 教育経営研修では，教職生活の各段階で求められる専門性の基盤となる資質能力の充実を目

指す講座を開設する。

桓 教育指導研修のうち，「幼保小連携教育」講座では，小学校との滑らかな接続を図り，学びの

連続性を重視する。

棺 教育課題研修では，「学校・家庭・地域の連携」「教育講演会」「センター研究発表会」「学校

力向上対策」の講座で多くの今日的教育課題に対応する。

款 教科等指導研修では，小中間の連携を図るため，各校種合同で理論研修を行うとともに，小

中それぞれの授業研究を行う。

歓 教科実技研修では，授業研究を重視し，より実践的な実技指導講座を開設する。

汗 ＩＣＴ実技研修では，ＧＩＧＡスクールの対応を図るため，「表計算」「タブレットＰＣ」及

び「プログラミング」についての講座を開設する。プログラミング講座では，ＩＣＴパークと

連携してｅスポーツ体験研修も引き続き取り入れる。

漢 期限付教員の指導力向上のため，各講座への積極的参加を勧める。

澗 講座開設情報は，開催要項に加え，センターだより，Ｗｅｂサイト，電子メールによる講座

案内等により広く提供していく。

潅 講座運営に関する各種資料，関係図書の利便性を図ることができる資料室の充実に努める。

環 新しい研修スタイルとして，日程の弾力的運用により感染予防と，受講者の参加しやすさを

重視する。
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２ 研修講座実施計画

敢敢 開設講座について

教育の今日的な課題，管内小中学校等を対象としたアンケート調査の結果やこれまでの実績

等を参考に，３５の講座を開講します。令和４年度は新しい生活様式に基づく研修講座を模索

し，開設講座の厳選，日程の短縮，弾力的運用を行います。

柑柑 講座の内容について

教育の今日的な課題や動向についての情報を提供するとともに，授業参観や研究協議，実践

の交流，演習，実習，実技等を組入れ，受講者の実践に役立つ内容とします。

桓桓 講座の日程について

半日，１日，２日間の講座があります。それぞれ基本日程を示しています。講座の内容に合わ

せて弾力的に運用しますので，日程の詳細につきましては，２週間前までに送付します「研修

講座受講通知書」でお知らせします。

※会場校の事情によっては，開始・終了時刻が前後することがあります。

※ＩＣＴ実技研修の日程については，２４ページを御覧ください。

棺棺 受講人数について

講座の内容や会場等を考慮して決定します。
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３ 研修講座申込要領

◇◆◇ 受 講 手 続 き ◇◆◇

敢敢 受講希望のとりまとめ

全講座の受講者の概数を把握するために，５月１３日（金）までに，受講申込書を学校ごとに

提出いただきますが，各講座の開催日前日までであれば，随時申込みが可能です。

なお，「研修講座受講通知書」を講座開催２週間前までに発送するため，できるだけお早め

にお申込みください。

柑柑 受講申込書の提出

各学校（教育機関）の校長（所属長）は，受講申込書を当研修センターへＦＡＸで送付して

ください。

受講申込書は，要項２６・２８ページ及び当研修センターWebサイト上にあります。

桓桓 受講者の決定

研修講座については，各学校からの申込書の提出を

もって，申込み完了（受講決定）とします。

ただし，ＩＣＴ実技研修講座については，第１・第

２希望をとっているため，決定通知書の送付をもって

申込み完了（受講決定）とします。

棺棺 受講の通知

「研修講座受講通知書」を講座開催２週間前までに校

長（所属長）あてにＦＡＸで送付します。

款款 受講取消し等の手続き

「受講取消・遅刻・早退」を申し出ます。

校長（所属長）から直接当研修センターに連絡してく

ださい。

歓歓 旅費について

研修講座は，学校配当旅費対象です。

なお，ミニ道研Ａ・Ｂの場合は道研旅費となります。

一般研修講座・ＩＣＴ実技研修講座
受講申込期日

第１次〆切 ５月１３日（金）

※各講座開催日前日まで随時申込み可
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４ 研修講座受講者へのお知らせ

敢 各講座の日程につきましては，２ページの日

程を原則としています。詳しくは講座の２週間

前までに送付いたします。「研修講座受講通知書」

を見て，確認してください（変更のある場合があ

ります）。

柑 研修会場が，当研修センター以外の場合もあ

りますので，「研修講座受講通知書」を見て確認

してください（右の見本を参照）。

桓 当研修センターに宿泊を希望する場合は，割

引料金で宿泊できますので，本人が直接申し込

んでください（８ページ参照）。

棺 昼食については，各自で御用意ください。研

修センターには，近くに飲食店もございます

（午後の講座開始５分前までには，会場にお戻

りください）。

５ 講師の事前打合せ

敢 １回目の打合せは，講座内容研究協議会【令和４年４月１３日（水）】の中で行います。

柑 ２回目以降は，講座担当者及び講師との話合いで決定します。なお，講座開催の３週間前ま

でに事前打合せを終了し，日程・内容等について当研修センターへ報告してください（持参物

がある場合は，事前に報告してください）。

桓 最終打合せは，講座開催当日の開講式３０分前から行います。

６ 出前講座の申込み

各学校（教育機関）の校長（代表者）は，出前講座申込書を当研修センターへＦＡＸで送付し

てください。

出前講座の詳細は要項２３ページ，出前講座申込書は要項２７ページ及び当研修センターWebサイ

トにあります。

出前講座の実施日につきましては，長期休業中も含め，各校の希望に沿った日時で行えるよう

調整させていただきます。

出前講座の開催：５月～１０月の平日（月～金）
出前講座申込：随時受付（講座実施日の１か月前まで）
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７ 受講後の調査協力のお願い

当研修センターでは，研修内容を勤務先等にお

いて活用していただくことを願い，一定期間をお

いて研修内容の活用状況に関する簡単な調査を実

施しています。調査の結果は，講座の成果を推し

測るための貴重な資料として活用します。趣旨を

御理解の上，御協力くださいますようお願いいた

します。

なお，回答に当たっては，当研修センター

Ｗｅｂサイト上で入力してください。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

※一般研修講座「学校経営Ⅰ」「学校経営Ⅱ」「学

校事務実務」及びＩＣＴ実技研修講座，文化講

座，出前講座では，調査は実施しません。
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◇◆◇回答の仕方◇◆◇

敢 受講後２～３か月後をめどに，Webサイト
上で回答してください。

柑 Webサイトから「研修事業」バーを選択し，
「アンケート」に入ってください。（ＱＲコー
ドを読み取って入ることもできます）

桓 「学校名」「職名」「氏名」「講座名」の入力
は，必須事項です。必ず入力してから，その
後の設問に回答してください。

棺 設問ごとに，当てはまる項目にチェックを
入れてください。

款 最後に，送信ボタンをクリックすると，回
答終了となります。

歓 複数講座を受講された場合は，適切な時期
に，講座ごとに入力作業を行ってください。

上川教育研修センターＷｅｂサイト

http://kami-cen.hs.plala.or.jp/

ＱＲコードを読み取る

と，アンケート入力ペ

ージに移動します。

か
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教職３０年教職２５年教職２０年教職１５年教職１０年教職５年

１ 読書活動

２ 学校経営Ⅰ

３ 特別支援教育

４ 学級経営と教育相談

５ 複式教育

６ 図工・美術科指導（実技）

７ 学校力向上対策

８ 幼保小連携教育

９ 道徳科指導

１０ 国語科指導

１１ 学校事務実務

１２ 算数・数学科指導

１３ 外国語（英語）指導

１４ 社会科指導

１５ 理科指導

１６ 学校・家庭・地域の連携

１７ 音楽科指導（実技）

１８ ＩＣＴ活用

１９ 学校保健

２０ 体育科指導（実技）

２１ 学校経営Ⅱ

２２ センター研究発表会

２３ 技術・家庭科指導（実技）

２４ 書に親しもう

２５ 絵に親しもう

２６ 教育講演会

２７ ミニ道研Ａ

２８ ミニ道研Ｂ

８ 研修講座受講のための参考資料

次の表は，研修講座内容と教職経験年数の効果的な相関を示した目安です。

講座を選択する際の参考として御覧ください。

あくまでも目安ですので，年数が当てはまらなければ受講できないということではありません。

※ 学校経営Ⅰと学校経営Ⅱは，受講対象が限定されています。

※ 受講対象の詳細については，９ページ以降の各講座内容を御覧ください。

※ 講座の付番は，「講座番号」です。
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第４ 令和４年度 開催講座の概要

授業期待数期間開催期日講 座 名区分

該当者１日６/９学 校 経 営 Ⅰ
教
育
経
営
研
修

一
般
研
修
講
座

該当者１日９/２７学 校 経 営 Ⅱ

２０１日８/２学 校 事 務 実 務

２０１日未定ミ ニ 道 研 Ａ

２０１日未定ミ ニ 道 研 Ｂ

２０１日６/１６学 級 経 営 と 教 育 相 談

教
育
指
導
研
修

小・中２０１日・１日６/１４ ７/１２特 別 支 援 教 育

小１０１日７/５複 式 教 育

２０半日９/８学 校 保 健

小２０１日６/６読 書 活 動

２０１日７/２７幼 保 小 連 携 教 育

２０１日８/３０学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連 携教
育
課
題
研
修

８０半日１/１１教 育 講 演 会

３０半日１２/１３セ ン タ ー 研 究 発 表 会

２０１日７/２６学 校 力 向 上 対 策

小・中２０１日・１日７/２９ ８/３１国 語 科 指 導
教
科
等
指
導
研
修

小・中２０１日・１日８/５ １０/１３社 会 科 指 導

小・中２０１日・１日８/３ ９/７算 数 ・ 数 学 科 指 導

小・中２０１日・１日８/１６ ９/２９理 科 指 導

小・中２０１日・１日８/４ １０/５外 国 語 （ 英 語 ） 指 導

小・中２０１日・１日７/２８ ９/３０道 徳 科 指 導

小１０１日９/１音 楽 科 指 導（ 実 技 ）
教
科
実
技
研
修

中１０１日７/１４図 工 ・ 美 術 科 指 導（ 実 技 ）

小１０１日９/１５体 育 科 指 導（ 実 技 ）

中１０半日１/６技 術 ・ 家 庭 科 指 導（ 実 技 ）

小２０１日９/２Ｉ Ｃ Ｔ 活 用

１０半日１/５書 に 親 し も う文
化

講
座 １０半日１/５絵 に 親 し も う

９×２半日×２回６/１ ７/２９Ａ 表計算入門
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
技
研
修
講
座

９×２半日×２回６/３ ９/８Ｂ 校務のための表計算

９×２半日×２回６/１７ １２/８Ｃ 校務のための表計算/クラウド活用

９×２半日×２回７/２８ １１/２Ｄ 授業のためのプログラミング入門

９×２半日×２回８/２ １/５Ｅ タブレットＰＣ入門

９×２半日×２回８/２ １/６Ｆ 授業でのタブレットＰＣ活用

９×２半日×２回６/１０ ７/２８Ｇ 校務でのタブレットＰＣ活用

該当者半日
各校及び各団
体等の希望に
よる

今日的な教育課題，ＩＣＴの活用，
教科等指導，各種実技指導，特別支
援教育，生徒指導等

出
前
講
座
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第５ 研修センターの利用について

１ 駐車場について

当研修センターの駐車場は，約４０台の駐車スペースがあります。センター使用時以外の用務や

満車の際は，固くお断りしますので，御了承願います。満車の場合は，近隣に有料駐車場がござ

いますので，そちらを御利用ください。

２ 宿泊について

敢 定員２４名まで宿泊できます。予約は，宿泊希望当日の午後５時まで受け付けますので，電話

等で予約してください。教職員以外の一般の方も宿泊できます。

柑 宿泊料は，一泊素泊まり一人当たり２,７５０円です。ただし，次の場合は，１,３２０円です。

ア 管内小・中学校等教職員の研修講座受講者

イ 「承認団体」等が行う研修の参加者

ウ 小・中学校の児童生徒

桓 冬季（１０月１日～５月３１日）は，暖房料一部屋４４０円が加算されます。

３ 書籍の貸出について

当研修センターでは，資料室に所蔵している様々な文献の貸出をしています。是非，研修等に

活用してください。

敢 当研修センターWebサイトから「研修事業」内の「資料室」をクリックし，文献データベ

ースファイルをダウンロードしてください。

柑 貸出しを希望される方は，直接，当研修センター事務室で申込みください。

桓 事務室保管の図書資料貸出簿に必要事項を記入してください。貸出期間は原則２週間程度と

します。

棺 返却する場合にも，直接，当研修センター事務室へお越しください。

４ ギャラリー闡（せん）について

敢 当研修センター１階第２研修室に作品を展示することができます。使用料は，無料です。最

大展示期間は３週間です。使用を希望される方は直接，当研修センター事務室で申込みくださ

い。

柑 入場料等の対価の徴収や販売目的の使用はできません。壁面のみの使用となります（床置き

は不可）。センター休館日は，公開しません。

５ その他

敢 宿泊及び研修室等貸室の予約を取り消す場合は，事前に必ず御連絡ください。

柑 当研修センターの利用は，セルフサービスが原則です。茶道具を使用したり，机・椅子を移

動したりした場合は，原状に戻してお帰りください。節電・節水・ごみの分別にも御協力くだ

さい。

桓 当研修センター内は全館禁煙です。

棺 iPadの貸出を行っております。詳細は，当研修センターまでお問い合わせのうえ，Webサイ

ト上の借用書に必要事項を記入し，提出ください。

※ 貸室料金等の詳細については，当センターWebサイト「当施設について」を御覧ください。


